
平成２６年度　中央区地域活性化事業交付金　交付決定事業　【中央地区】

交付決定

事業の背景 事業の目的 事業の内容 年月日 全体額 申請額 交付金額

1
中央地区まちづくり
交通安全プロジェク
ト委員会

中央地区まちづくり交通
安全プロジェクト

中央地区では通勤・通学等で自転車を利用する人が多く、
自転車の関係する交通事故が多い状況にあります。
自転車は免許制ではないので、交通マナーの向上やルー
ルの周知徹底が急務となっています。

交通事故がなく、やすらぎのある安全で快適な
暮らしを送ることは、住民すべての願いです。
そのためには一人ひとりが命の尊さを考え、温
かい思いやりの心をもって、自転車は交通ルー
ルを守り正しく乗り、交通マナーを高め安全な行
動を実践することが何よりも大切です。
そこで、中央地区の関係機関・団体がそれぞれ
の立場で総力を集結させ、住民総ぐるみによる
交通安全活動を展開し、交通事故のない中央地
区を実現するためこの交通安全大会を開催する
ものです。

　①警察による交通安全教室。
　②スケアードストレートによる交通安全教室
　③啓発チラシによる交通安全意識の啓蒙。
　④交通安全標語の募集。

7月28日 1,050,000 1,050,000 1,050,000

2
もみの木コンサート
実行委員会

第13回もみの本コン
サート

　１．急速な市街化とマンションの建設等で地域
住民の連帯意識が希薄化している。
　２．自治会加入率が低迷し、共助、支え合いの
大切さの認識の低下が顕著になってきている。
　３．子ども・青少年の地域住民とのつながりが
希薄化している。

　１．中央地区住民の「心のふれあい、共助、支
え合い」の意識の高揚を図る。
　２．魅力ある自治会の子ども会づくりと参加推
進を図る。
　３．市街化が顕著な中央地区に音楽を通して
文化の芽を育てる。
　４．音楽を通して、学校、子ども、地域の連携を
深める。

　１．中央地区の小・中・高の６つの学校の児童・
生徒による器楽合奏・合唱など、日頃の成果を
地域住民に発表（発表）
　２．地域住民の音楽・コーラス等に親しむ人た
ちの合唱等の発表と文化の向上（音楽文化）
　３．準備・当日・片付けにおいて出演者とコン
サートを支える諸団体と地域の連携強化（参加
交流連携）

8月4日 480,000 440,000 440,000

3
矢部地区活性化推
進協議会

第5回 YABE4 やんべぇ
まつり

過去４年間実施した「ＹＡＢＥ４　やんべぇまつり」
は成功裏に運営できました。このイベントを通じ
て目的としてきた「異世代交流」は、活発化して
きましたがまだまだ十分とは言えません。更なる
親交を図っていく必要がありますので、今回は地
域を拡大して「矢部地区６自治会」の参画を得
て、地域のイベントとしていきたい。

イベントへの参加促進を高めることにより、地域
住民の自治会活動への理解を深めること。さら
に子ども会、老人会、大学生等の異世代交流を
通じ、自治会加入率の向上を図る

　・子ども会、老人会、大学生等による「今あそ
び」「昔あそび」で、異世代交流を図る。
　・自治会員の新規募集活動

10月29日 300,000 150,000 150,000

事業予算（単位：円）
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4
子育てマップ作成委
員会

子育てマップの作成

中央地区民生委員児童委員協議会では地域活
性化交付金を活用し、平成25年度に子育てマッ
プを9,000部作成しました。予想を上回る反響と、
民生委員を始め事業所や病院による積極的な
マップの配布により残数が不足する状況となり、
また社会資源の変化に伴い記載事項の見直し
をし、改訂版を作成することが求められていま
す。

中央地区は核家族で子育てをする世帯、特に転
居してくる世帯が多いです。
地域の病院等社会資源を知る一助となり、また
公園や仲間づくりの場の情報を掲載することで、
ひとりで抱えこまず、安心して子育てができるこ
とを目的とします。
中央地区の乳幼児を抱える世帯全てにマップが
配布されるよう努めます。

日頃持ち歩けるマップとなるよう、B4サイズを８
つ折りにし、母子手帳に挟める大きさで作成しま
す。
　３年位利用できるよう１０，０００部作成します。

3月2日 240,000 240,000 240,000

2,070,000 1,880,000 1,880,000


